
(57)【要約】

【課題】表示側筐体と操作側筐体とを二つ折りした状態

で、撮像時の手ぶれの問題が改善された携帯電話機およ

び当該携帯電話機による撮像方法を提供することを課題

とするものである。

【解決手段】情報表示部を有する表示側筐体１、キー操

作部を有する操作側筐体２、撮像レンズ４１を有するデ

ジタルカメラモジュール４、二次電池パック２２、およ

び表示側筐体１と操作側筐体２とを二つ折り可能にする

ヒンジ３を備えた携帯電話機であって、撮像レンズ４１

と二次電池パック２２とは操作側筐体２内に設けられ、

且つ二次電池パック２２は操作側筐体２の長手方向での

ヒンジ３側に、撮像レンズ４１は二次電池パック２２を

挟んでヒンジ３の反対側に、それぞれ設けられる。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
情 報 表 示 部 を 有 す る 表 示 側 筐 体 、 キ ー 操 作 部 を 有 す る 操 作 側 筐 体 、 撮 像 レ ン ズ 、 携 帯 電 話
機 駆 動 用 電 池 、 お よ び 上 記 表 示 側 筐 体 と 上 記 操 作 側 筐 体 と の 二 つ 折 り を 可 能 に す る 連 結 装
置 を 備 え 、 上 記 撮 像 レ ン ズ お よ び 上 記 携 帯 電 話 機 駆 動 用 電 池 は 上 記 操 作 側 筐 体 に 設 け ら れ
、 上 記 携 帯 電 話 機 駆 動 用 電 池 は 上 記 撮 像 レ ン ズ と 上 記 連 結 装 置 と の 間 に 設 け ら れ る こ と を
特 徴 と す る 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 撮 像 レ ン ズ か ら の 入 射 光 を 電 気 信 号 に 変 換 す る イ メ － ジ セ ン サ を 備 え 、 上 記 携 帯 電 話
機 駆 動 用 電 池 は 、 上 記 イ メ ー ジ セ ン サ と 上 記 連 結 装 置 と の 間 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 携 帯 電 話 機 駆 動 用 電 池 は 、 上 記 操 作 側 筐 体 の 長 手 方 向 中 心 よ り も 上 記 連 結 装 置 側 に 重
心 が 位 置 す る よ う に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 携 帯 電 話
機 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 操 作 側 筐 体 の 長 手 方 向 側 面 に シ ャ ッ タ ー ボ タ ン が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 シ ャ ッ タ ー ボ タ ン は 、 上 記 携 帯 電 話 機 の 上 記 連 結 装 置 側 を 把 持 し た 際 に そ の 把 持 し た
手 の 人 差 し 指 に よ り 押 下 可 能 な 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 携 帯 電
話 機 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 表 示 側 筐 体 と 上 記 操 作 側 筐 体 と の 二 つ 折 り 状 態 に お け る 上 記 表 示 側 筐 体 の 外 表 面 に 、
上 記 イ メ ー ジ セ ン サ に お け る 被 写 体 像 を 表 示 す る 補 助 表 示 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 撮 像 レ ン ズ の 露 出 面 を 機 械 的 に 保 護 す る レ ン ズ 保 護 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 操 作 側 筐 体 ま た は 上 記 表 示 側 筐 体 の 上 記 連 結 装 置 の 近 傍 に 上 記 携 帯 電 話 機 を 保 持 す る
た め の 紐 を 通 す 紐 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ９ 】
上 記 連 結 装 置 側 の 把 持 す る 個 所 の 表 面 に 把 持 を 容 易 に す る 有 機 高 分 子 層 が 施 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 撮 像 装 置 を 備 え た 携 帯 電 話 機 に 関 し 、 特 に 良 質 の 撮 像 を 得 る こ と に 好 適 な 携 帯
電 話 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
情 報 表 示 部 を 有 す る 表 示 側 筐 体 、 キ ー 操 作 部 を 有 す る 操 作 側 筐 体 、 撮 像 装 置 、 携 帯 電 話 機
駆 動 用 電 池 、 お よ び 上 記 表 示 側 筐 体 と 上 記 操 作 側 筐 体 と の 二 つ 折 り を 可 能 に す る 連 結 装 置
を 備 え た 携 帯 電 話 機 、 お よ び 当 該 携 帯 電 話 機 に お い て 上 記 撮 像 装 置 と 上 記 携 帯 電 話 機 駆 動
用 電 池 と を 上 記 操 作 側 筐 体 内 に 設 け る こ と は 、 後 記 す る 特 許 文 献 １ か ら 従 来 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ０ ２ ３ ７ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 段 落 番 号 ３ ～ 段 落 番 ３ ２ 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
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従 来 の 撮 像 装 置 付 き 携 帯 電 話 機 は 、 そ れ を 用 い て 撮 像 す る 場 合 、 表 示 側 筐 体 と 操 作 側 筐 体
と を 開 い た 状 態 、 即 ち 二 つ 折 り し な い 状 態 で 操 作 側 筐 体 の 端 を 握 っ て シ ャ ッ タ ー ボ タ ン を
押 す よ う に 設 計 さ れ て い て 、 こ の た め に 撮 像 装 置 お よ び シ ャ ッ タ ー ボ タ ン は 、 上 記 連 結 装
置 の 近 傍 に 設 置 さ れ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ で 近 時 に お い て は 、 携 帯 電 話 機 の 撮 像 装 置 を 一 層 高 機 能 化 し て 鮮 明 度 あ る い は 解 像
度 の 高 い 高 品 質 の 撮 像 を 得 る 要 求 が 高 ま っ て い る 。 か か る 斯 界 の 要 求 か ら す れ ば 、 上 記 し
た 開 い た 状 態 で 細 長 く 延 び た 携 帯 電 話 機 の 一 端 を 把 持 し て の 撮 像 で は 、 シ ャ ッ タ ー ボ タ ン
を 押 す 際 に 手 ぶ れ が 生 じ 易 い た め に 鮮 明 度 の 高 い 撮 像 が 得 難 い 問 題 が あ る 。 従 来 の 携 帯 電
話 機 の 撮 像 装 置 に 用 い ら れ て い る イ メ ー ジ セ ン サ の 画 素 数 は 、 ３ ０ 万 ビ ク セ ル 程 度 の 低 画
素 数 の も の で あ っ て 、 も と も と 解 像 度 が 高 く な い の で 、 撮 像 時 の 手 ぶ れ は 然 程 問 題 と さ れ
て こ な か っ た が 、 ５ ０ 万 ビ ク セ ル あ る い は そ れ 以 上 の 高 画 素 数 の イ メ ー ジ セ ン サ を 有 す る
高 性 能 撮 像 装 置 が 搭 載 さ れ る よ う に な る と 、 撮 像 時 の 手 ぶ れ は か か る 撮 像 装 置 の 高 性 能 を
活 か し 得 な い 大 き な 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 従 来 技 術 に お け る 如 上 の 問 題 、 並 び に 近 時 に お け る 携 帯 電 話 機 の 撮 像 装 置 を 一
層 高 性 能 化 し よ う と す る 趨 勢 に 鑑 み て 、 撮 像 時 の 手 ぶ れ の 問 題 が 改 善 さ れ た 携 帯 電 話 機 を
提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 携 帯 電 話 機 は 、 情 報 表 示 部 を 有 す る 表 示 側 筐 体 、 キ ー 操 作 部 を 有 す る 操 作 側 筐 体
、 撮 像 レ ン ズ 、 携 帯 電 話 機 駆 動 用 電 池 、 お よ び 上 記 表 示 側 筐 体 と 上 記 操 作 側 筐 体 と の 二 つ
折 り を 可 能 に す る 連 結 装 置 を 備 え 、 上 記 撮 像 レ ン ズ お よ び 上 記 携 帯 電 話 機 駆 動 用 電 池 は 上
記 操 作 側 筐 体 に 設 け ら れ 、 上 記 携 帯 電 話 機 駆 動 用 電 池 は 上 記 撮 像 レ ン ズ と 上 記 連 結 装 置 と
の 間 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に お い て 、 説 明 の 早 い 図 に 示 さ れ た 部 位 ま た は 表 示 が 後 続 の 図 で も 示 さ れ る 場 合 に は
、 互 い に 同 じ 符 号 ま た は 表 示 を 付 し て 後 続 の 図 で は 説 明 を 省 略 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
実 施 の 形 態 １ ．
図 １ ～ 図 ４ は 、 本 発 明 の 携 帯 電 話 機 に お け る 実 施 の 形 態 １ を 説 明 す る も の で あ っ て 、 図 １
は 当 該 携 帯 電 話 機 を 二 つ 折 り し た 状 態 で の レ ン ズ 側 か ら 見 た 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の 二 つ 折
り 体 を 人 の 手 で 把 持 し た 状 態 で の 斜 視 図 、 図 ３ は 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 概 略 断
面 図 、 ま た 図 ４ は 図 １ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ ～ 図 ４ に お い て 、 携 帯 電 話 機 は 、 主 要 部 と し て 表 示 側 筐 体 １ 、 操 作 側 筐 体 ２ 、 前 記 連
結 装 置 の 一 例 と し て の ヒ ン ジ ３ を 含 み 、 操 作 側 筐 体 ２ と 表 示 側 筐 体 １ と は 、 ヒ ン ジ ３ に よ
り 二 つ 折 り 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 表 示 側 筐 体 １ は 、 内 面 に 情 報 表 示 部 １ １ を 、 外 表 面 に
後 記 の デ ジ タ ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ４ に お け る 被 写 体 像 を 表 示 す る 機 能 を 有 す る 補 助 表 示 部
１ ２ を そ れ ぞ れ 備 え て い る 。 操 作 側 筐 体 ２ は 、 そ の 筐 体 内 に 、 図 ３ お よ び 図 ４ の 図 上 で の
左 側 か ら 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス の コ ネ ク タ と し て 用 い ら れ る Ｉ ／ Ｏ コ ネ ク タ ２ １ 、 デ ジ タ
ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ４ 、 前 記 携 帯 電 話 機 駆 動 用 電 池 の 一 例 と し て の 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ２ 、
お よ び 送 受 信 ア ン テ ナ ２ ３ を 内 蔵 し て い る 。 ま た 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ２ は 、 操 作 側 筐 体 ２ の
長 手 方 向 中 心 よ り も ヒ ン ジ ３ 側 に 重 心 が 位 置 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 な お 携 帯 電 話 機
内 に は 、 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ２ の 他 に バ ッ ク ア ッ プ 用 な ど 、 複 数 の 電 池 が 設 け ら れ こ と も あ
る が 、 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ２ は 携 帯 電 話 機 内 に 設 け ら れ る 電 池 の う ち で は サ イ ズ ま た は 重 量
が 最 も 大 き く 、 主 電 源 と し て 用 い ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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図 ３ に お け る 一 点 鎖 線 ３ １ は 、 ヒ ン ジ ３ の ヒ ン ジ 軸 位 置 を 示 す 。 ま た 操 作 側 筐 体 ２ は 、 情
報 表 示 部 １ １ と 対 向 す る 内 面 に キ ー 操 作 部 ２ ４ を 、 そ の 外 面 に デ ジ タ ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル
４ の 撮 像 撮 像 レ ン ズ ４ １ 、 ス ピ ー カ の 放 音 孔 ５ を 有 す る 。 図 １ お よ び 図 ２ に お け る 実 線 ２
５ は 、 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ２ の た め の 電 池 見 切 り ラ イ ン を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
デ ジ タ ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ４ は 、 撮 像 レ ン ズ ４ １ 、 カ メ ラ 本 体 ４ ２ 、 お よ び 操 作 側 筐 体 ２
の 側 面 上 に 設 け ら れ た シ ャ ッ タ ー ボ タ ン ４ ３ を 含 む 。 カ メ ラ 本 体 ４ ２ は 、 撮 像 レ ン ズ ４ １
か ら の 入 射 光 を 電 気 信 号 に 変 換 す る イ メ ー ジ セ ン サ を 備 え て お り 、 当 該 イ メ ー ジ セ ン サ と
し て は 、 画 素 数 が ３ ０ 万 ビ ク セ ル 程 度 の 従 来 使 用 の も の で あ っ て も よ い が 、 画 素 数 が ５ ０
万 ビ ク セ ル 以 上 、 特 に １ ～ ２ メ ガ ビ ク セ ル 程 度 あ る い は そ れ 以 上 の 高 画 素 数 の イ メ ー ジ セ
ン サ 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ 、 Ｃ ― Ｍ Ｏ Ｓ な ど を 備 え た も の が 特 に 好 ま し い 。 シ ャ ッ タ ー ボ タ ン ４
３ は 、 上 記 の 通 り 操 作 側 筐 ２ の 側 面 上 に 設 け ら れ る が 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 当 該 携 帯 電 話
機 を 二 つ 折 り し た 状 態 で ヒ ン ジ ３ あ る い は ヒ ン ジ ３ を 含 む 端 部 を 把 持 し て 当 該 ボ タ ン ４ ３
を 押 す 場 合 、 人 の 人 差 し 指 の 先 が 無 理 な く 当 該 ボ タ ン ４ ３ 上 と な る 位 置 、 即 ち ヒ ン ジ ３ と
ヒ ン ジ ３ か ら 人 の 人 差 し 指 の 平 均 長 の 位 置 と の 間 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
実 施 の 形 態 １ の 携 帯 電 話 機 を 用 い て 撮 像 す る 場 合 、 先 ず 表 示 側 筐 体 １ と 操 作 側 筐 体 ２ と は
二 つ 折 り し て 図 １ の 状 態 と し 、 つ い で 図 ２ に 示 す よ う に 二 つ 折 り さ れ た 携 帯 電 話 機 の 撮 像
レ ン ズ ４ １ が 被 写 体 に 向 く よ う に ヒ ン ジ ３ あ る い は ヒ ン ジ ３ と 共 に そ の 近 傍 部 、 特 に 二 つ
折 り さ れ た 携 帯 電 話 機 の 端 部 を 把 持 す る 。 符 号 ６ は 、 か か る 把 持 部 を 示 す 。 そ の 状 態 で は
、 撮 像 者 は 補 助 表 示 部 １ ２ に 表 示 さ れ た 被 写 体 像 を 確 認 す る こ と が で き る の で 、 必 要 に 応
じ て 上 記 携 帯 電 話 機 の 位 置 や 角 度 を 変 え て 補 助 表 示 部 １ ２ に 所 望 の 被 写 体 像 が 表 示 さ れ る
よ う に し 、 つ い で シ ャ ッ タ ー ボ タ ン ４ ３ を 押 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
実 施 の 形 態 １ の 携 帯 電 話 機 は 、 表 示 側 筐 体 １ と 操 作 側 筐 体 ２ と を 二 つ 折 り し た 状 態 で は 、
ヒ ン ジ ３ の な い 側 で の 表 示 側 筐 体 １ と 操 作 側 筐 体 ２ の 端 同 士 を 結 合 す る も の が な い の で 当
該 端 部 を 把 持 す る と 、 両 筐 体 の 端 部 間 で 僅 か で は あ る が 、 相 対 移 動 し て 把 持 が 不 安 定 と な
り 、 こ の た め に 撮 像 に 際 し て は カ メ ラ ぶ れ あ る い は 手 ぶ れ が 生 じ 易 い 問 題 が あ る 。 こ れ に
対 し て ヒ ン ジ ３ の あ る 側 で は 、 上 記 し た 両 筐 体 の 端 部 間 で の 相 対 移 動 の 問 題 が な い の で 把
持 部 ６ で の 把 持 は 安 定 し て お り 、 こ の た め に 撮 像 に 際 し て は カ メ ラ ぶ れ や 手 ぶ れ が 生 じ 難
い 。 ま た 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ２ は 、 操 作 側 筐 体 ２ の 長 手 方 向 で の ヒ ン ジ ３ 側 に 、 一 方 デ ジ タ
ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ４ お よ び そ の 撮 像 レ ン ズ ４ １ は 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ２ を 挟 ん で ヒ ン ジ ３
の 反 対 側 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る の で 、 撮 像 に 際 し て ヒ ン ジ ３ 側 を 把 持 し て も 撮 像 レ ン
ズ ４ １ は 撮 像 者 の 手 で 塞 が れ る 問 題 は な く 、 さ ら に 他 の 部 材 と 比 較 し て 高 重 量 の 二 次 電 池
パ ッ ク ２ ２ が ヒ ン ジ ３ 側 に 、 換 言 す る と 携 帯 電 話 機 の 把 持 側 に 設 置 さ れ て い る の で 重 量 バ
ラ ン ス が 良 好 と な っ て 持 ち 易 く な り 、 ま た さ ら に シ ャ ッ タ ー ボ タ ン ４ ３ が ヒ ン ジ ３ 側 に あ
る の で 、 こ れ ら の 点 か ら も シ ャ ッ タ ー ボ タ ン ４ ３ を 押 す 際 の 手 ぶ れ が 生 じ 難 い 利 点 が あ る
。 こ の 結 果 、 デ ジ タ ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ４ と し て 前 記 し た 高 画 素 数 の イ メ ー ジ セ ン サ を 備
え た も の を 使 用 し て も 、 そ の 性 能 が 活 か さ れ て 従 来 と 比 較 し て 格 段 に 鮮 明 度 や 解 像 度 の 高
い 良 質 の 撮 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 実 施 の 形 態 １ で は 、 送 受 信 ア ン テ ナ ２ ３ は ヒ ン ジ ３ 側 に 、 一 方 、 Ｉ ／ Ｏ コ ネ ク タ ２ １
は そ の 反 対 側 に 設 置 さ れ て い る が 、 当 該 両 者 を 入 れ 換 え て 、 Ｉ ／ Ｏ コ ネ ク タ ２ １ は ヒ ン ジ
３ 側 に 、 送 受 信 ア ン テ ナ ２ ３ は そ の 反 対 側 に 設 置 さ れ て も よ い 。 後 続 の 実 施 の 形 態 で も 同
じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
図 ５ は 、 本 発 明 の 携 帯 電 話 機 に お け る 実 施 の 形 態 ２ を 説 明 す る も の で あ っ て 、 当 該 携 帯 電
話 機 を 二 つ 折 り し た 状 態 の 一 部 破 断 図 を 含 む 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 携 帯 電 話 機 の
把 持 部 ６ の 表 面 に は 有 機 高 分 子 層 ６ １ が 設 け ら れ て お り 、 実 施 の 形 態 ２ は 前 記 実 施 の 形 態
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１ と は 有 機 高 分 子 層 ６ １ を 有 す る 点 に お い て 異 な り 、 そ の 他 の 構 成 は 同 じ で あ る 。 表 示 側
筐 体 １ と 上 記 操 作 側 筐 体 ２ と を 二 つ 折 り し た 状 態 に て 把 持 部 ６ を 把 持 し て 撮 像 す る 際 、 有
機 高 分 子 層 ６ １ は 撮 像 者 に よ る 把 持 部 ６ の 把 持 を 容 易 に す る 作 用 を な し て 、 シ ャ ッ タ ー ボ
タ ン ４ ３ 押 す 際 の 手 ぶ れ を 一 層 少 な く す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し か し て 有 機 高 分 子 層 ６ １ は 、 か か る 作 用 を 奏 し 得 る 有 機 高 分 子 に て 形 成 さ れ れ ば よ い 。
上 記 有 機 高 分 子 と し て は 、 具 体 的 に は 適 度 の す べ り 防 止 性 を 示 す ゴ ム 弾 性 体 、 例 え ば 各 種
の 合 成 ゴ ム や 天 然 ゴ ム の 架 橋 ま た は 加 硫 物 類 、 あ る い は 各 種 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 類 な
ど が 例 示 さ れ 、 就 中 、 ウ レ タ ン 系 エ ラ ス ト マ ー 類 は 、 良 好 な 手 触 感 触 を 有 し な が ら 、 皮 膜
の 機 械 的 強 靭 性 、 耐 熱 性 、 耐 油 性 、 耐 磨 耗 性 な ど に も 優 れ て い る の で 、 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
図 ６ は 、 本 発 明 の 携 帯 電 話 機 に お け る 実 施 の 形 態 ３ を 説 明 す る も の で あ っ て 、 当 該 携 帯 電
話 機 を 二 つ 折 り し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 デ ジ タ ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ４ は
、 操 作 側 筐 体 ２ の 外 面 に 設 け ら れ た レ ン ズ 保 護 装 置 ４ ４ を 備 え て お り 、 実 施 の 形 態 ３ は 前
記 実 施 の 形 態 １ と は レ ン ズ 保 護 装 置 ４ ４ を 有 す る 点 に お い て 異 な り 、 そ の 他 の 構 成 は 同 じ
で あ る 。 レ ン ズ 保 護 装 置 ４ ４ は 、 図 ６ の 矢 印 Ａ の 左 右 方 向 に 移 動 自 在 の レ ン ズ カ バ ー ４ ４
２ と 当 該 カ バ ー ４ ４ ２ を 収 容 す る 収 容 部 ４ ４ １ を 含 む 。 デ ジ タ ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ４ を 使
用 し な い と き は 、 レ ン ズ カ バ ー ４ ４ ２ は 、 矢 印 Ａ の 左 方 向 に 移 動 せ し め ら れ て 撮 像 レ ン ズ
４ １ の 露 出 面 、 即 ち 全 外 表 面 を 覆 う こ と に よ り そ れ を 機 械 的 に 保 護 す る 機 能 を な し 、 デ ジ
タ ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ４ を 使 用 す る 時 に は 矢 印 Ａ の 右 方 向 に 移 動 せ し め ら れ て デ ジ タ ル カ
メ ラ モ ジ ュ ー ル ４ を 稼 動 可 能 状 態 と す る 。 レ ン ズ カ バ ー ４ ４ ２ の 上 記 左 右 方 向 の 移 動 は 、
斯 界 で 周 知 あ る い は 公 知 の 開 閉 機 構 あ る い は 移 動 機 構 を 採 用 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
実 施 の 形 態 ３ で は 、 撮 像 レ ン ズ ４ １ が 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ２ が 実 装 さ れ た 面 に 向 い て い る た
め 、 撮 像 レ ン ズ ４ １ を 下 向 け に し て 置 い て し ま う 可 能 性 が あ る 。 そ こ で レ ン ズ カ バ ー ４ ４
２ が 撮 像 レ ン ズ ４ １ の 外 表 面 を 覆 う よ う に 設 置 さ れ る こ と で 当 該 撮 像 レ ン ズ ４ １ の 傷 つ き
を 防 止 し 、 あ る い は ゴ ミ 、 埃 、 指 紋 な ど の 付 着 を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お レ ン ズ カ バ
ー ４ ４ ２ は 、 操 作 側 筐 体 ２ の 外 面 か ら 少 し 内 部 に 入 り 込 ん だ 位 置 で 開 閉 す る 内 層 式 の も の
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
実 施 の 形 態 ４ ．
図 ７ は 、 本 発 明 の 携 帯 電 話 機 に お け る 実 施 の 形 態 ４ を 説 明 す る も の で あ っ て 、 当 該 携 帯 電
話 機 を 二 つ 折 り し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ７ に お い て 、 操 作 側 筐 体 ２ は 、 ヒ ン ジ ３ の 近
傍 に 、 携 帯 電 話 機 を 保 持 す る た め の 前 記 紐 の 一 例 と し て の ス ト ラ ッ プ を 通 す 紐 孔 ７ を 有 し
、 実 施 の 形 態 ４ は 前 記 実 施 の 形 態 １ と は 紐 孔 ７ を 有 す る 点 に お い て 異 な り 、 そ の 他 の 構 成
は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ス ト ラ ッ プ を 通 す 紐 孔 ７ は 、 撮 像 レ ン ズ ４ １ の 反 対 側 の ヒ ン ジ ３ 側 に 配 置 さ れ て 、 撮 像 時
に ス ト ラ ッ プ に よ っ て レ ン ズ が 隠 れ た り 、 撮 像 の 邪 魔 に な ら な い よ う さ れ て い る 。 さ ら に
ヒ ン ジ ３ の 近 く に 紐 孔 ７ を 配 置 す る こ と で 、 撮 像 時 、 ス ト ラ ッ プ に 腕 を 通 し て 撮 像 す る と
、 携 帯 電 話 機 が 滑 っ て 落 ち る 問 題 が な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 携 帯 電 話 機 は 、 以 上 説 明 し た 通 り 、 情 報 表 示 部 を 有 す る 表 示 側 筐 体 、 キ ー 操 作 部
を 有 す る 操 作 側 筐 体 、 撮 像 レ ン ズ 、 携 帯 電 話 機 駆 動 用 電 池 、 お よ び 上 記 表 示 側 筐 体 と 上 記
操 作 側 筐 体 と の 二 つ 折 り を 可 能 に す る 連 結 装 置 を 備 え 、 上 記 撮 像 レ ン ズ お よ び 上 記 携 帯 電
話 機 駆 動 用 電 池 は 上 記 操 作 側 筐 体 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ の た め に
表 示 側 筐 体 と 操 作 側 筐 体 と を 二 つ 折 り し た 状 態 で の 撮 像 に 際 し て は 、 手 ぶ れ が 生 じ 難 い 。
さ ら に 、 高 重 量 の 携 帯 電 話 機 駆 動 用 電 池 が 携 帯 電 話 機 の 把 持 側 に 設 置 さ れ て い る の で 重 量
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バ ラ ン ス が 良 好 と な っ て 持 ち 易 く な り 、 シ ャ ッ タ ー ボ タ ン を 押 す 際 の カ メ ラ ぶ れ （ 手 ぶ れ
） が 生 じ 難 い 利 点 が あ る 。 こ の 結 果 、 撮 像 装 置 と し て 高 画 素 数 の イ メ ー ジ セ ン サ を 備 え た
も の を 使 用 し て も 、 そ の 性 能 が 活 か さ れ て 従 来 と 比 較 し て 格 段 に 解 像 度 の 高 い 撮 像 を 得 る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 携 帯 電 話 機 に お け る 実 施 の 形 態 １ の 、 当 該 携 帯 電 話 機 を 二 つ 折 り し た 状
態 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 二 つ 折 り 体 を 人 の 手 で 把 持 し た 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 携 帯 電 話 機 に お け る 実 施 の 形 態 ２ の 、 当 該 携 帯 電 話 機 を 二 つ 折 り し た 状
態 の 一 部 破 断 図 を 含 む 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 携 帯 電 話 機 に お け る 実 施 の 形 態 ３ の 、 当 該 携 帯 電 話 機 を 二 つ 折 り し た 状
態 の 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 携 帯 電 話 機 に お け る 実 施 の 形 態 ４ の 、 当 該 携 帯 電 話 機 を 二 つ 折 り し た 状
態 の 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 表 示 側 筐 体 、 １ １ 　 情 報 表 示 部 、 １ ２ 　 補 助 表 示 部 、 ２ 　 操 作 側 筐 体 、
２ １ 　 Ｉ ／ Ｏ コ ネ ク タ 、 ２ ２ 　 二 次 電 池 パ ッ ク 、 ２ ３ 　 送 受 信 ア ン テ ナ 、
２ ４ 　 キ ー 操 作 部 、 ３ 　 ヒ ン ジ 、 ３ １ 　 ヒ ン ジ 軸 位 置 、
４ 　 デ ジ タ ル カ メ ラ モ ジ ュ ー ル 、 ４ １ 　 撮 像 レ ン ズ 、 ４ ２ 　 カ メ ラ 本 体 、
４ ３ 　 シ ャ ッ タ ー ボ タ ン 、 ４ ４ 　 レ ン ズ 保 護 装 置 、 ４ ４ １ 　 収 容 部 、
４ ４ ２ 　 レ ン ズ カ バ ー 、 ５ 　 放 音 孔 、 ６ 　 把 持 部 、 ６ １ 　 有 機 高 分 子 層 、
７ 　 紐 孔 。

10

20

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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